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［自主研究］

生態園における昆虫類等多様性モニタリング調査

嶋田知英 小川和雄 三輪誠 長田泰宣

１ 目的

埼玉県環境科学国際センター内にビオトープとして整備さ

れた生態園は、今後、様々な昆虫や鳥類が侵入定着し、新

たな生態系がかたち作られることが期待されている。

そこで、生態園管理のための基礎的資料を得るとともに、新

たなビオトープ創造に必要な情報を収集するため、野生生

物の発生経過を調査した。

２ 方法

調査地点２．１

調査は埼玉県環境科学国際センター生態園、及び生態

園のモデルとなった騎西町内の玉敷神社及び中の目の湿地

で行った。

２．２ 調査方法

鳥類及びチョウ、トンボの個体数を、ライントランセクト法に

より調査した。調査間隔は生態園では概ね１週間、玉敷神

社、中の目の湿地は２週間とした。定期調査以外にも、適宜

巡回し、出現した鳥類、チョウ、トンボの種類を記録した。

３ 結果

200１年１月より2002年2月までに生態園で確認した鳥類、

チョウ、トンボは、それぞれ39、37、14種（表１、２）であり、200

0年の調査に対し、それぞれ10、１１、２種が新に確認された。

最も優占していた鳥類は、スズメで、総個体数の25.9％を

占め、続いてムクドリ13.3％、カルガモ10.3％、ヒヨドリ10.3％

であった。また、チョウでは、モンシロチョウが最も優占し、30.

0％を占め、ツバメシジミ11.8％、コミスジ8.9％と続いた。トン

ボではアキアカネ、コシアキトンボ、ノシメトンボが優占し、３種

で71.7％を占めた。

モデルとなった玉敷神社及び中の目の湿地で確認した鳥

類、チョウ、トンボの種数は、それぞれ37、24、７種となり、生

態園より若干少なかったが、アカゲラ、カケス、オオタカ、クロ

ヒカゲなど比較的暗い林を好む種がモデルとなった地区の

みで確認された。

４ 今後の研究方向等

継続的に調査を行い、経時的な動物相の変遷や、生態園

とモデル地区との比較などを行う。

表１ 埼玉県環境科学国際センター生態園における鳥類の消長

表２ 埼玉県環境科学国際センター生態園における昆虫の消長

※ ■は調査時にそれぞれの種が確認されたことを示す。
○は今回の調査で新に確認した種を示す。

20 01年 20 02年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ※

カモ科 カ ルガモ 1 4 5 1 2 4 5 4 3

ホシハジロ 1 ○
キツツキ科 コゲラ 1 1

サギ科 ア オサギ 2 1 2 1

ゴ イサギ 1 4 3 2 1 1

コサギ 1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 1

ダ イサギ 1 1 3 1 1 ○
チュウサギ 1 1 ○

アトリ科 カ ワラヒワ 4 3 8 9 9 3 1 2 4 2 4 6

シ メ 1 4 6 9 6

カラス科 オナガ 2 2 1 1 ○
ハシブトガ ラス 1 1 5 9 5 1 2 1 1

ハシボソガラス 1 1 1 1 1 5 2 1 4 4 1

シジュウカラ科 シジュウカラ 5 ○

セキレイ科 セグロセキ レイ 1 2 1 1 3

ハクセキレイ 3 1 6 4 3 1 6 7 9 4 2

ヒタキ科 オオヨシキ リ 2 2 ○

ジ ョウビタキ 1 1 1 1

シ ロハラ 1 2

セ ッカ 3 ○
ツグミ 2 8 1 3 5

ツバメ科 ツバメ 2 1 1 8 6 5 3

ハタオリドリ科 スズメ 8 4 3 6 25 30 19 10 1 2 1 5 10 20 10

ヒバリ科 ヒバリ 3 1 9 4 1 1 2 2 1 3

ヒヨドリ科 ヒヨ ドリ 11 4 1 1 1 1 1 4 1 9 18 21 10

ホオジロ科 ア オジ 1 1 ○
カ シラダカ 5 2 1 1 1 5 1

ホオジロ 1 3 3 2 4 1

ムクド リ科 ム クドリ 5 2 6 8 5 3 1 1 5 3 11 6

メジロ科 メジ ロ 1 2 1 1

モズ科 モズ 1 3 4 3 1 6

ハヤブサ科 チョウゲンボウ 2 ○
シギ科 タシギ 4 1

チドリ科 コチド リ 1

ハト科 キ ジバト 6 5 4 6 3 4 7 5 6 18 8

シ ラコバト 2 6 1

ドバト 1 1 2 3 ○
カワセミ科 カ ワセ ミ 3 5 1 2 5 4 2

ウ科 カ ワウ 1 2 1 1 1 1 1 1 2

科名 種名

20 01 年 20 02年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ※

アゲハチョウ科 ア オスジアゲハ 4 1 8 4 6

ア ゲハ 2 3 3 4 4 5

カ ラスアゲハ 4

キ アゲハ 3 3 3 9

ク ロアゲハ 2 2 2 2 3

ジ ャコウアゲハ 1 3 2

シジミチョウ科 ウラギンシジミ 1 3

ウラナミシジミ 2

ツバ メシジミ 3 1 7 4 6 3 2

ベニシジミ 6 1 5 5 3 3 3

ム ラサキシ ジミ 2 1 ○
ム ラサキツバメ 1 ○

ヤ マトシジミ 1 4 1 2 7 5 2

ル リシジミ 1 2

ジャノ メチョウ科 サ トキマダラヒカ ゲ 3 6 2

ヒカ ゲチョウ 2 ○

ヒメジャノメ 1 3 2 3 6

シロチ ョウ科 キ チョウ 1 1 1 1 2 3 7 8 2

スジグロシロチ ョウ 2 ○
ツマ キチョウ 8 5

モ ンキチョウ 6 3 8 6 3 2 3

モ ンシロチ ョウ 3 5 6 7 4 5 7 4 3

セセ リチ ョウ科 イチモンジセセリ 2 5 5 6 4

キ マダラセ セリ 1 ○
チャバネセセリ 2 2 ○

タテハチョウ科 ア カタテハ 1 3 2 ○
ア サマイチモンジ 3 ○
イチモンジチョウ 4 3 ○
キ タテハ 1 1 2 1 2 4 3 7 1 1

ゴ マダラチ ョウ 4 1 5 1

コミスジ 3 3 3 8 3 8 1

コムラサキ 2 3 6

ツマ グロヒョウモ ン 2 ○
ヒオ ドシチョウ

ヒメアカ タテハ 2 2 3

ミドリヒョウモン 4 ○
ルリタテハ 1 3

イトトンボ科 ア ジアイトトンボ 1 1

ク ロイトトン ボ 2 ○
エゾトンボ科 オオヤマ トンボ 1

サナエトンボ科 ウチワヤ ンマ 1 ○
トンボ科 ア キアカネ 2 5 5 1

ウスバキトンボ 2 5

コシアキトンボ 1 4 4 3 3

シ オカラトンボ 4 2 3 5 5 1

シ ョウジョウトンボ 1 4 4 1 1

チ ョウトンボ 1 3

ナツアカネ 1 3 4 1

ノ シメトン ボ 1 3 4 6 4

マ イコアカネ 1

ヤンマ科 ギ ンヤンマ 1 2 1 4

科名 種名

Monitoring of Diversity of Insects and Birds in "Ecology Field" of CESS


